環境政策ワークショップ

1 環境アセスメント

事業計画案

スクリーニング…アセスメント実施の必要性を地域の特性、事業の特性など

　　　　　　　　から判断

スコーピング……調査項目、検討案、代替案、協議すべき関係者の絞込み

環境現況調査

予測評価

環境保全対策／代替案の検討

ドラフト報告書

公開協議

報告書完成

報告書審査／許認可等の意思決定への反映

事業の着手

モニタリング…影響の程度、対策の実施状況を把握

・環境アセスメントは、第一義的には、プロジェクトの実施の決定、あるいは、その許

　認可当の意思決定に際し、環境配慮面から充分な情報を、意思決定者に提供するシス

　テム。

· 日本　１９９８年　環境アセスメント法

◎先進国ができること

· 適切な環境配慮がなされるよう、事業者や相手国政府に対し、適宜支援を行うこと

· 環境配慮の優良事例、率先事例を作り、途上国の対処能力向上に貢献すること

2 日本の公害防止技術の貢献

先進技術の活用・技術移転ができるのではないか

→・環境保全技術（排煙脱硫装置など）

· クリーナープロダクション技術（省エネ技術、リサイクル技術など）

· 再生エネルギー技術（太陽電池など）

幅広い政策支援の検討

→・　人材育成、キャパシティビルディング

· 技術移転への財政的支援

· 市場整備

· 投資意欲促進

· インフラ整備

3 途上国支援に関する「鳩山イニシアティブ」

鳩山イニシアティブを実行に移すことにより、世界規模での｢環境と経済の両立｣の実現と｢低炭素型社会｣への転換に貢献する

〈途上国支援の必要性〉

多くの途上国において、資金が限られている中、気候変動対策よりもほかの経済社会開発が優先される傾向がある。必要な事は、第一に緩和行動への支援がある。日本の優れた技術を活用した省エネルギー・クリーンエネルギー化への途上国からの期待や、途上国における森林減少及び劣化への対策（ＲＥＤＤ）の重要性、環境汚染対策と気候変動対策を同時に進めるコベネフィット・アプローチの有益性にも配慮すべきある。

　　第二に、気候変動の悪影響に脆弱な国において、気候変動に起因する自然災害への

　　対応や生物多様性の保全など、適応のための能力を強化する必要がある。

〈日本が果たすべき役割〉

支援を通じて日本は先進国と途上国との架け橋となり、世界規模での低炭素型社会へ

の転換に貢献することを目指す。日本が自らの気候変動対策技術に磨きをかけること

で世界の先頭に立ち、日本の緩和と適応双方の技術を知見を世界に広めることにつな

　　がり、日本経済にとっての大きなチャンスをもたらす。

　　〈２０１２年までの支援〉

　　２０１２年末までの約三年間で、官民合わせて焼く１兆７５００億円（１５０億ドル）

　　規模の支援（うち公的資金１兆３０００億円）を実施する。

　　低炭素技術等の優れた技術や知見を積極的に活用した途上国の緩和行動への支援や、

　　特に緊急を要する脆弱な途上国の適応プロジェクトやキャパシティ・ビルディングへ　

　　支援を強化する。

　　〈具体的支援策〉

　　経済的に厳しい状況に置かれている途上国の温室効果ガス排出量削減及び気候変動の

　　もたらす悪影響に対する取り組みを後押しすべく、気候変動対策プログラムローンな

　　どの円借款や無償資金協力、技術協力といった二国間支援を強化していく。具体的に　

　　は、

· 再生性可能エネルギー、高効率火力発電など低炭素型電力供給システムを含むエネ

ルギーインフラの導入をはじめとした省エネルギー・クリーンエネルギー化促進

· 鉄道等低炭素な交通インフラの整備

· 省エネ・省水型工場システムなど低炭素な社会インフラ・システムの導入

· 森林減少及び劣化への対策等の緩和策

· 気候変動の悪影響に脆弱な途上国において防災対策、高温・干ばつ・洪水等の自然災害の激甚化対策

· 生物多様性保全等の適応策を支援

など、さまざまな支援策が検討されている。

4 越境汚染について

影響：健康影響、生態影響、気候影響

汚染物質：・オゾン

　　　　　　オソンを成分とする光化学オキシダントの濃度が上昇

　　　　　　→健康被害（目・のどの痛み）

　　　　　・酸性雨

　　　　　　→森林枯損、湖沼の酸性化による生態系の変化、文化財の腐食

· 中国、インドの経済発展に伴うＮＯｘ、ＶＯＣの排出量増加

　　輸送

　　　夏･･･太平洋高気圧に覆われ太平洋の比較的清浄な大気が日本に輸送される

　　　冬･･･大陸性の高気圧に支配され、汚染物質等が日本に輸送される

　　　春･･･移動性の高気圧が中国大陸から日本へ移動し、前線を伴う低気圧と

　　　　　高気圧が交互に日本を通過

　　　　　日本では、前線通過後にＳＯ２や一酸化炭素などのガス状大気汚染物質や

　　　　　粒子状物質濃度が上昇するケースが見られる

　　

